






間を無くし、挟まりを防止間を無くし、挟まりを防止

小さな原料に対応小さな原料に対応

ガス式から光加熱式へガス式から光加熱式へ









光加熱技術光加熱技術光加熱技術光加熱技術 連続式焼成機連続式焼成機 「光」を自在にコントロール！「光」を自在にコントロール！





　“本物のカニ” が入ったカニカマがついに登場しまし
た。カニの本場、鳥取県境港市で約 50 年に渡ってカ
ニを取り扱う” 蟹屋”「門永水産」さんが、カニ加工メー
カーのノウハウを活かし、研究に研究を重ねて本気で
作られた全く新しいカニカマ （KANI SURIMI）です。
　本商品は「カニ+カニミソ」を20%も配合されており、
本物のカニと間違えるほどの究極の逸品です。肉厚な
がらジューシーで柔らかく細い繊維感はまるでカニの
脚身そのものです。

ついに登場！
本物のカニが入ったカニカマ
ついに登場！
本物のカニが入ったカニカマ

カニカマ技術カニカマ技術 世界トップシェア「カニカマ製造装置」
ヤナギヤカニカマ生産ラインが 20ヶ国以上で稼働中！
※赤ラインは当社輸出実績国であり、カニカマライン稼働中の国ではありません。

多種多様な形状と食感、
世界中で食されています
多種多様な形状と食感、
世界中で食されています

フランスのスーパー
商品棚はカニカマ（SURIMI）でいっぱい
フランスのスーパー
商品棚はカニカマ（SURIMI）でいっぱい

「日本クリエーション大賞 2016」
食文化貢献賞を受賞

「日本クリエーション大賞 2016」
食文化貢献賞を受賞

「2014 グローバルニッチトップ企業 100 選」に選定「2014 グローバルニッチトップ企業 100 選」に選定

タイタイ

マレーシアマレーシア
アメリカアメリカ

フランスフランス

台湾台湾

ウクライナウクライナ
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ヒートパイプ

パイプ

油付け装置
串掃除機

返却コンベヤ
串抜機

冷却コンベヤ 焼火床
坐り装置 上昇コンベヤ

耳取り装置
型成機

串回収台車
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3
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針刺し装置
乗移りコンベヤ

坐り加熱用ガスバーナー

短くなる

無くなる？
製品出口

ヒートパイプ技術ヒートパイプ技術 光加熱技術光加熱技術 竹輪製造装置リニューアル計画

その②、ヒートパイプの降温速度が早いから、冷却後に串抜きができる可能性があります！
その③、竹輪の内側を傷つけず串抜きすれば、消費期限が長くなる可能性があります！

その①、竹輪の内側から加熱できるから、「坐り」時間が早くなり、装置構造が変わる可能性があります！

高効率高効率 時間短縮時間短縮 省スペース省スペース

きりたんぽ製造装置でヒートパイプを使ってテスト的に焼いてみました！

　「ヒートパイプ」を使用することで様々な利点が
生まれ、現状の竹輪製造装置の構造が変わる可能性
があります。ヒートパイプを加熱することでパイプ
自体が加熱体となり、「坐り部」、「焼成部」の効率
化が図れ、竹輪製造ラインの省スペース化が期待で
きます。一般的には「成型」→「坐り」→「焼き」→「串
抜き」→「製品冷却」という流れですが、ヒートパイ
プの特長である「昇温・降温速度の速さ」を利用す
れば、加熱後に冷却し、その後串抜きすることで温
度帯によっては竹輪の内側を傷つけることなくきれ

▲ノーマルパイプは 3分加熱で温度上昇はなく、ヒートパイプでは
接肉部 73℃、パイプ端部の表面温度 128℃を記録

いな串抜きができる可能性を秘めています。　
　また、熱源をガス式から「光ヒーター」にするこ
とにより、高効率化が図れるとともに局所的な加熱
も可能となり、更に竹輪製造装置自体が変化する可
能性が広がります。
シンプルで高さが低い装置化が成功すればメンテ

ナンスも簡単になり、装置自体のコスト削減にもつ
ながる夢の開発計画です。
　今後はテスト機を製作し研究を重ね、新しいタイ
プの竹輪製造装置の開発を目指して参ります。

　きりたんぽ生産にヒートパイプを使用するテストを実施しました。従来の串より軽い為、タイミングのズ
レ等心配でしたが、自重バランスは良好でした。成形も問題無し、焼きムラも無く串の抜けも良好でした。
ヒートパイプへの加熱方法を局所的に行なえば更なる効果が期待できます。

＜従来の竹輪製造装置＞

▲ヒートパイプ　▲ 通常パイプ

加熱時間（秒）
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